
【海外水産情勢調査】 
アメリカ合衆国アリゾナ州における野生生物としての水産資源の保護 
保全とその利用に関する行政組織の管理及び施策の状況等について 

－1992 年の現地視察結果－ 
 

根本 孝（1992 年当時 内水面水産試験場資源部技師） 
 

※以下の内容は当時の視察結果を再構成したものであり、記載の数値も 1992 年当時の時点 
のものである。 

目的 

アメリカ合衆国アリゾナ州における水産資源の保護や保全及びその利用に関する行政

機関の管理状況や関連施策についての状況を把握するほか、州内各地におけるその他の

分野の官公庁等公共機関を訪問し行政運営の実情を把握する。 
 
方法 

1992 年（平成 4 年）4 月 19 日から 1992 年 5 月 17 日まで、国際ロータリー財団（Rotary 
International Foundation）の支援により米国アリゾナ州の諸都市に滞在し、各地におい

て各種の行政、公共機関を訪問する機会を得て、それぞれの機関において実務担当者らに

面会して施策等に関する情報を得た。 
 
結果 

（１）アリゾナ州の自然環境、地理の概要 

アリゾナ州はアメリカ合衆国南西部に位置し、南はメキシコと国境を接し、東はニュー

メキシコ州、北はユタ州、西はカリフォルニア州、ネバダ州と接している。州都はフェニ

ックス市。アリゾナ州の人口は全体で 370 万人（1992 年）、アリゾナ州の面積は 29.52 万

㎢で、その面積は茨城県の 49.2 倍、本州の 1.3 倍、日本全土よりやや小さい（0.78 倍）

というものである。（※2022 年現在、アリゾナ州の人口は 735 万人である。） 
北部は乾燥した台地地形でグランドキャニオンなどの浸食作用におる峡谷や奇岩の層

からなり、中央部は高原地帯であり、州都フェニックス市のある南西部は砂漠の平野とな

っている。気候は年間の８０％が晴天で非常に乾燥している。平野部では冬の平均気温は

１０℃、夏は４０℃以上の日がある。 
アリゾナ州には多くのインディアン居留区（ナバホ、ホピ、ハバスパイ族）がありそれ

ぞれの部族は独立した行政組織を有している。 
産業は鉱工業と農業が主である。全米でも有数の観光リゾート地として有名で、年間

2,500 万人の観光客が訪れる。（※2022 年現在、観光客数は 4,300 万人である。） 
 
（２）水産生物、魚類の利用に関係する行政公共機関の訪問先 

水産、遊漁、魚類関係として訪問した機関、組織は以下のとおり。 
・アリゾナ州野生生物水産利用部(Arizona Game and Fish Department) 
・ページスプリングス水産ふ化場（Page Springs Hatchery） 
・カイバブ営林署 
（US Forest Service Department Agriculture Kaibabu National Forest） 
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・ソルトリバープロジェクト（フェニックス水道電力公社）（Salt River Project） 
 
（３）野生生物の保護保全や水産関係の組織及びその施策について 

（３－１）アリゾナ州野生生物水産保全利用部（Arizona Game and Fish Department) 
主な業務内容は、多様な野生生物資源とその生息地を維持管理し、それらの回復を図る

こと及び狩猟や遊漁、ボート等人々の楽しみやその利用のため、野生生物資源の供給と安

全な水上レジャーの機会を提供することである。主な根拠法令は州法の Game and Fish
法、Boating and Watersports 法である。 
水産行政は Game and Fish 委員会の監督下に置かれている。水産関係部門は４つの部

門に分かれており、野生生物管理部門、フィールド運用部門、Special Service 部門、広

報教育部門がある。 
Game and Fish 委員会の委員は議会の承認のもと知事の任命による５名からなってお

り、同委員会は野生生物水産保全利用部の施策と予算を審議する。野生生物水産保全利用

部が対象とする野生生物は、魚類から哺乳類まで８００種以上におよぶすべての在来種

である。この中には釣り人やハンターにとって重要な種が１００種以上ある。また同部は

遊漁のための外来種の導入に関する権限を持つ。 
野生生物水産保全利用部の財源は 67％が狩猟や遊漁のライセンスの発行手数料、21％

が連邦政府の補助、12％がプレジャーボート取得税、罰金、寄付金である。 
主な事業概要は次のとおり。 

１）野生生物の資源量を検討しその生息場を調査すること。 
２）絶滅の恐れのある種についてその保護と再生を図ること。現在約９０種が絶滅の恐れ  

があるとして州の指定を受けており、２９種が絶滅に瀕している種として連邦政府の

指定を受けている。 
３）魚類生息地の水質を調査すること。 
４）野生生物の生息場の保存、改良を行うこと。 

水域において魚礁、保護礁を設置している。 
５）在来野生種を適地に再導入すること。 
６）採鉱、伐採その他の経済活動から野生生物を保護するため、連邦政府、私企業、ボラン  

ティアとの連携をとること。フィールド作業を通じて職員は生息場管理プラン、生物種

回復プランに関する報告を行う。 
７）水産ふ化場の運営。 

野生生物管理部門には６か所のふ化場がある。アリゾナ州には温水性魚類や絶滅危惧

種に指定されている魚類もいるが、基本的にマス類のみを対象としてふ化事業を行って

いる。アリゾナ州におけるマス釣りはふ化場なしには成り立たない。 
８）野生生物保護区の管理。アリゾナ州には１４か所の保護区がある。 
９）許認可業務。 

狩猟、鷹匠、剥製制作、釣り、漁業、養殖業、研究のための特別採捕等について許認可

（ライセンスの発行）を行う。 
10）プレジャーボート登録業務。 

遊漁船法に基づき登録業務を行う。年間１３５千件の新規、更新、変更登録がある。 
11）安全施設管理業務。 

アリゾナ州のボート人口は約５００千人とされている。水域におけるブイや航行施設
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の設置や保守及び利用上の安全教育を行う。 
12）生態系の管理。 

生物に不可欠な水域の管理を中心に行う。集水のためのダムや水路、取付け道路、フェ

ンス、自噴井戸の設置や管理を行う。 
13）広報、教育。 

野生生物の管理、水生生物資源、狩猟、遊漁、ボート、法律規則および施策に関する広

報や自然環境の利用に関する教育を行う。雑誌 Wildlife Bulletin, Arizona Wildlife Views
などの発行、ラジオ、ＴＶ番組の制作、学校における環境教育、野生生物に関する教育の

企画を行う。このほか、小火器の安全使用講習として年間 400 人、ハンター教育を年間

4,500 人の規模で実施している、また、野生生物保護センターを運営し、傷ついた野生動

物等の保護を行っている。 
 
（３－２）ページスプリングス水産ふ化場（Page Springs Hatchery） 

1913 年にアリゾナ州にマス類を対象とした水産ふ化場が設置され、現在ある 6 か所の

水産ふ化場は 1935 年以前に設置されたもの。なお順次改修工事は行われている。生産す

るマス類はすべて放流用種苗である。一部のふ化場は観光客向けに公開されている。 

アリゾナ州の在来種は Apach trout, Gila trout であり、1920 年代に Rainbow trout, 
Cutthroat, Brook trout が移植（導入）された。管理下にある釣りのエリアとしては冷水

性魚類が対象となる渓流は１５９か所，総延長 2,500km、湖沼は６４か所，総面積１２

ｋ㎡であり、温水性魚類が対象となる湖沼は１０か所、総面積約 120ｋ㎡である。 
釣り人口はアリゾナ州全体で 700 万人、そのうちマス類の釣り人口は 250 万人とされ

ている。多くの水域では漁獲圧が強いため天然の再生産だけでは資源を維持することが

できなくなっている。また、天然水域では水不足、水質汚濁、遊漁規則違反が懸念されて

おり、ふ化場の拡大や水産環境教育の充実も検討されている。 
 

 
Page Springs Hatchery の様子 
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Page Springs Hatchery の様子 

 

 
Whitehorse Lake の風景、Bill Wiliam 山にあるカイバブ営林署の監視棟 

 
【参考】 
アリゾナ州野生生物水産利用部(Arizona Game and Fish Department)のホームページ 
2024 年 8 月 16 日閲覧 
https://www.azgfd.com/about-arizona-game-fish/ 
※ホームページの概要 
・組織の使命 
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アリゾナの多様な野生生物資源を保護し、現在および将来の世代のために安全で互

換性のあるアウトドアレクリエーションの機会を管理すること。 
・野生動物保護活動 

800 種以上の野生生物を管理し、次世代のために動物を保護・保全する。 
・遊漁 
アリゾナ州には大きな貯水池から山中のマス湖、低地釣り場まで様々な釣り場があ

る。釣り情報の提供、釣りに関する教育を行う。 
・狩猟 
狩猟免許の取得、狩猟場所の検索、狩猟規制の広報、ハンター教育の実施。 

 
（３－３）ソルトリバープロジェクト（フェニックス水道発電公社）（Salt River Project） 

ソルトリバープロジェクトはアリゾナ州の州都フェニックス市等に飲料水、農業用水、 
電力を供給する組織として 1937 年に現在の規模に設立された。設立の経緯は 1903 年 
にソルトリバーの治水のためセオドア・ルーズベルト・ダムを建設するにあたり地元の 
牧場主、農民が土地を提供し水利組合を組織したことに始まる。 

 
１）電力部門 

ＳＲＰでは 6 か所の石炭火力発電所、6 か所の水力発電所、4 か所の火力発電所、1 か

所の原子力発電所が稼働している。石炭、水力、石油、原子力発電の比率はそれぞれ 76%、

9%、10%、5%となっている。ＳＲＰは約 520 千世帯に電力を供給している。電気料金は

1988－89 年度で１ｋｗｈあたり 8.03 セント、標準家庭における年間の電気料金は約

1,000 ドルとなっている。高圧電線総延長は 2,700km、地下電線 30,000km、地上 8,500km
である。 

２）水道部門 
ＳＲＰには 6 か所の貯水ダムがあり、集水面積は 33,000ｋ㎡である。貯水ダムからフ

ェニックス首都圏まで、また首都圏内にも運河が発達しており、その総延長は約 2,000ｋ
ｍである。集水域の年間降水量は 21 インチ、フェニックスでは 7 インチ程度である。Ｓ

ＲＰでは250か所で井戸水のくみ上げも行っている。これらの水は塩分濃度が高いため、

塩害による水門やポンプの消耗が激しく、維持管理費がかさんでいる。 
 
２－２）水質分析におけるバイオモニタリング 

ＳＲＰではリアルタイムで水質のチェックを複数の観測点で行っているが、汚染物質

の検出方法の一つとして、ブルーギルを用いた魚の呼吸リズムの測定を取り入れている。 
汚染物質としては急性の毒の検出（農薬、重金属）に用いている。測定原理は電極のつい

た複数の小型タンクに小魚（１～2 インチのブルーギル）を収容し、呼吸に伴う筋肉収縮

で生じる微弱電流を検知し、その反応をコンピューターにより呼吸リズムの解析を行う

もの。統計的処理によって有意な差が表れると水質悪化の可能性ありと示されるという

もの。 
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ＳＲＰのバイオモニタリング施設の設置状況 

 
【参考】 
ソルトリバープロジェクトホームページ（2024 年 8 月 16 日閲覧） 
https://www.srpnet.com/about/about-srp 

 
（４）その他訪問した行政機関、公共機関 

アリゾナ州内の各地で訪問した主な行政、公共機関は以下のとおり。 
・アリゾナ州衛生部出生死亡婚姻登録局 

（Arizona Department of Health Service Administrative Office of Vital Record） 
・マリコパ郡裁判所 (Marikopa County Justice Court) 
・ラパス郡裁判所 (La Pas County Superior Court) 
・ラパス郡都市計画局 (La Pas County Planning and Zoning, 

Building and Safty/Floodplain Administration) 
・ラパス郡選挙管理委員会事務局 (La Pas County Recorder Office) 
・ペリヴィル刑務所 (Arizona Department of Corrections Perryville State Prison) 
・ルーク空軍基地 (Luke Air Force Base) 
・パロヴェルデ原子力発電所 (Palo Verde Nuclear Generating Station) 
・フーバーダム水力発電所 (Hoover Dam Water Generating Station) 
・パーカーダムメトロポリタン導水ポンプ場 

(Parker Dan Metropolitan Water District Plant) 
・グランドキャニオン国立公園管理公社 (Grand Canyon National Park) 
・グランドキャニオン汚水処理プラント 
・マリコパ職業訓練校 (Maricopa County Skill Center)  
・パーカー高校 (Parker High School) 
・ペオリア高校 (Peoria High School) 
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（５）訪問した都市 

アリゾナ州内の訪問地は以下のとおり。 
フェニックス、リッチフィールド、バックアイ、ペオリア、サンシティー、ウィッケン

バーグ、セドナ、フラッグスタッフ、ウィリアムズ、グランドキャニオン、キングマン、

ブルヘッドシティー、レイクハバス、パーカー、プレスコット 
 

 
 
【参考資料】 
・アリゾナ州野生生物水産利用部の水産、魚類関係資料 
・ソルトリバープロジェクト（フェニックス水道発電公社）バイオモニタリング資料 
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